
日 時：令和2年（2020年）1月18日（土）10：30～15：00
会 場：長沼農産物直売所「アグリながぬま」（長野市穂保274-1）

主催：社会福祉法人長野県社会福祉協議会 / 長野県内社協職員連絡協議会



台風 19号災害支援のこれからを考えるための振り返りセミナー 

プログラム 

 

 

 

時 間 内 容 

10:30 ■開会・事務連絡 

10:40 ■シンポジウム 「台風 19号災害への取組みの共有」 

  今回の災害によって地域住民の皆さんは、これまでの生活が一瞬にして奪

われながらも、暮らしを取り戻すべく復旧作業を続けてきました。この地域

を、この人を救いたいと思うボランティア・支援者が集い、協働し合い、多く

の力が結集して復旧活動を進めてきました。 

何を大切にして取り組んできたのか、誰のために取り組んできたのかを共

有し、これからの支援の在り方を考えます。 

≪コーディネーター≫  

石井布紀子 さん（ＮＰＯ法人さくらネット 代表理事） 

≪シンポジスト≫ 

  前原 土武 さん（災害ＮＧＯ結 代表） 

   唐木 雅彦 さん（南箕輪村社会福祉協議会） 

   小林こず枝 さん（佐久穂町社会福祉協議会） 

   山崎 博之    （長野県社会福祉協議会） 

   福澤 信輔    （長野県社会福祉協議会） 

 

12:00 ～休憩～ 
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時 間 内 容 

13:00 ■分科会 

 １  災害ボランティアセンター運営支援  

   センター運営には日頃から連携した地域の団体や地域外の応援支援団体

が共存する多様な協働により、住民の声に基づいたきめ細やかで重層的

なボランティアコーディネートが発揮されてきました。平時の取組みと備

えを含めた災害ボランティアセンターについて考えます。 

≪出演者≫  

松岡 伸樹 さん （長野市社会福祉協議会） 

武井 未緒 さん （長野市社会福祉協議会） 

   唐木 雅彦 さん （南箕輪村社会福祉協議会） 

小林こず枝 さん （佐久穂町社会福祉協議会） 

山崎 博之     （長野県社会福祉協議会） 

 

 ２  ＮＰＯ・ＮＧＯ連携（重機・テクニカル）  

災害支援には多様な形があり、技術を持つボランティア・ＮＰＯ・ＮＧＯとの

協働が昨今の災害支援では非常に重要な役割を担っています。技術ボラ

ンティアによる支援の視点やノウハウ、コーディネートの軸になることを共

有し、さらなる支援の幅を広げるきっかけを探ります。 

 ≪出演者≫ 

前原 土武さん（災害ＮＧＯ結 代表） 

足立 崇 さん（みゆき野青年会議所 前理事長） 

西川 遼馬さん（飯山市社会福祉協議会） 

小林 周平   （長野県社会福祉協議会） 

 

 ３  農業支援連携  

宅地だけではない、生業支援という点で、今回の災害でクローズアップさ

れた畑や農地被害に取り組んだ農業ボランティアや農業支援。農業支援に

よって地域住民の声と何を大事にしてきたのか。今後の災害時を含めた農

業支援による連携やその狙いを共有します。 

≪出演者≫ 

徳永 慎吾さん（長沼林檎生産組合ぽんど童 組合長） 

下川 英紀さん（津野復光隊 代表） 

塚田 史郎さん（ＴＥＡＭ ＳＨＩＲＯ 代表） 

小林 弘幸 さん（ＪＡながの営農部営農指導課 考査役） 

福澤 信輔   （長野県社会福祉協議会） 

14:30 ■まとめ・振り返り 

 

15:00 ■閉会 
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出 演 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人さくらネット           災害ＮＧＯ結         南箕輪村社会福祉協議会 

代表理事 石井布紀子さん      代表 前原土武さん           唐木雅彦さん 

（コーディネーター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐久穂町社会福祉協議会      長野県社会福祉協議会       長野県社会福祉協議会 

小林こず枝さん              山崎博之                福澤信輔 

 

シンポジウム 「台風 19号への取組みの共有」 

今回の災害によって地域住民の皆さんは、これまでの生活が一瞬にして奪われながらも、

暮らしを取り戻すべく復旧作業を続けてきました。この地域を、この人を救いたいと思うボラ

ンティア・支援者が集い、協働し合い、多くの力が結集して復旧活動を進めてきました。 

何を大切にして取り組んできたのか、誰のために取り組んできたのかを共有し、これからの

支援の在り方を考えます。 

3



                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

MEMO 

4



5



6



7



8



9



 

 出 演 者       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      佐久穂町社会福祉協議会 

小林こず枝さん        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南箕輪村社会福祉協議会   長野市社会福祉協議会      長野市社会福祉協議会 

唐木雅彦さん          松岡伸樹さん             武井未緒さん 

 

 

 

 

分科会１ 「災害ボランティアセンター運営支援」 

センター運営には日頃から連携した地域の団体や地

域外の応援支援団体が共存する多様な協働により、住

民の声に基づいたきめ細やかで重層的なボランティア

コーディネートが発揮されてきました。 

平時の取組みと備えを含めた災害ボランティアセン

ターについて考えます。 

 

〔進行〕 山崎博之 

（長野県社会福祉協議会） 
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 出 演 者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯山市社会福祉協議会       みゆき野青年会議所      長野県社会福祉協議会 

西川遼馬さん          理事長 足立崇さん           小林周平 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害 NGO結 

代表 前原土武さん 

 

分科会２ 「NPO・NGO連携」 

災害支援には多様な形があり、技術を持つボラン

ティア・ＮＰＯ・ＮＧＯとの協働が昨今の災害支援

では非常に重要な役割を担っています。技術ボラ

ンティアによる支援の視点やノウハウ、コーディネ

ートの軸になることを共有し、多様な主体との連

携によってさらなる支援の幅を広げるきっかけを

探ります。 

〔進行〕 前原土武さん 

（災害 NGO結 代表） 
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 出 演 者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長沼林檎生産組合ぽんど童        津野復光隊           ＴＥＡＭ ＳＨＩＲＯ 

組合長 徳永慎吾さん       代表 下川英紀さん        代表 塚田史郎さん 

 

 

 

 

 

ぽんど童ＨＰ             津野復光隊           ＴＥＡＭ ＳＨＩＲＯ 

Ｆａｃｅｂｏｏｋ            Facebook 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JAながの営農部営農指導課 

考査役 小林弘幸さん 

 

分科会３ 「農業支援連携」 

宅地だけではない、生業支援という点で、今回

の災害でクローズアップされた畑や農地被害に取

り組んだ農業ボランティアや農業支援。 

農業支援によって地域住民の声と何を大事に

してきたのか。 

今後の災害時を含めた農業支援による連携や

その狙いを共有します。 

 

〔進行〕 福澤信輔 

（長野県社会福祉協議会） 
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2019年12月11日

信州農業再生復興ボランティアプロジェクト 
（第一期）の今後の活動についてのご案内 

台風19号で甚大な被害を受けた長野市長沼地区、豊野地区の農家の皆様は、農地に流れ着
いた大量の泥や災害漂流物が、発災１ヶ月を過ぎても撤去が進んでいない状況を憂いてい
ました。


その声を受け、信州農業再生復興ボランティアプロジェクト（以下、「プロジェクト」）
では、ボランティア・NPOの力をお借りして、行政の災害復旧事業が本格的に実施される
前の緊急的な対応として、同地区の「災害漂流物の片付け」「果樹の根回りの泥だし」を
プロジェクトの使命に、りんご農家の皆さん・農協・ボランティア・NPOなどが連携し、
11月14日のトライアル開始以降、第一期の活動を進めてきました。


このプロジェクトでは、延べ5,656人(12月11日時点)のボランティアの皆さんにご参加いた
だき、甚大な被害を受けたりんご農家の方々からのご相談に対応してきました。

この間、農地にまとめた災害漂流物の一時集積場が決まり、12月4日より軽トラックボラ
ンティアによる漂流物の回収・搬出もプロジェクトで進めてきました。


また、地元農家・行政・建設業者等が連携して、行政の災害復旧事業による農地の土砂撤
去がスタートし、本格的に農地の排土作業が開始しています。


同地区の「災害漂流物の片付け」「果樹の根回りの泥だし」という、当初の活動のニーズ
も現在に至るまでに概ね解消され、農地の復旧・復興の道筋が、プロジェクトを進めてき
たこの１ヶ月で大きく変わり始めています。


以上のことから、プロジェクト活動当初の使命に対する活動状況と農地排土に向けた行政
の動きと併せて、厳冬期に向かう現地の気温低下や降雪などボランティア活動に対する厳
しさも増していることから、プロジェクト第一期を終了させる判断をしました。

プロジェクト第二期の活動につきましては、改めてホームページ・Facebookなどを通じ
てご案内をいたします。


これまでプロジェクトにご参加いただきました県内外のボランティアの皆様、運営にご協
力頂きました皆様へ多大なる御礼を申し上げるとともに、ご理解ご協力を賜りますようお
願い申し上げます。
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【農ボラプロジェクト（第一期）の今後の活動及び受付について】

●12月14日(土)まではこれまでと同様に、一般ボランティアと軽トラックボランティアの
　受付を行います。なお、12月14日(土)をもって〈一般ボランティア受付〉は終了とさせ
　ていただきます。

　〈一般ボランティア受付〉　　　：JAアグリながぬま店
　〈軽トラックボランティア受付〉：ユーパレット赤沼店駐車場

　　※いずれも受付時間は午前９時から１０時３０分迄になります。

　
●12月15日(日)は長沼地区の行事開催に伴い、全てのボランティア受付を休止します。


●12月16日(月)～12月20日(金)の活動については、軽トラックでの漂流物回収のボラン
　ティア活動に限定いたします。朝9時～10時半までJAアグリながぬまにて受付をさせ

　ていただきます。


◆ボランティア活動内容・期間・受付場所


◆住所

・JAアグリながぬま：〒381-0003 長野県長野市大字穂保２７４-１ 
・ユーパレット赤沼店：〒381-0001 長野県長野市大字赤沼２３９９-１ ユーパレットショッピ
ングモール内 

◆ボランティア参加、運営に関するお問い合わせ 
080ｰ8497ｰ5942（受付時間：9時～18時） 

信州農業再生復興ボランティアプロジェクト実行委員会

ボランティア活動 活動期間 受付場所

一般ボランティア １２/１４（土）まで JAアグリながぬま

軽トラックボランティア １２/２０（金）まで
12/14迄　  ユーパレット赤沼店 
12/16～20　JAアグリながぬま
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台風 19号災害支援のこれからを考えるための振り返りセミナー 開催要項 

 

 

１ 目  的 

台風 19 号による災害支援においては、発災直後から被災住民の暮らしを取り戻すべく、ボ

ランティア・ＮＰＯ・ＮＧＯ、災害支援関係団体、社会福祉協議会などが協働しながら長野県

内で延べ７万人を超えるボランティアによる活動をコーディネートし、家屋の復旧のほかにも

多様できめ細やかな支援を進めてまいりました。 

特に被害が甚大となった長野市はもちろん、千曲川沿線の被災地域では、厳冬期を迎える住

民の生活支援、地域の再生、生業支援などまだまだ発災前の生活を取り戻すには多くの時間と

知恵が必要です。 

このセミナーは、これまで取り組んだ災害支援の現状と、被災地でこれから必要とされるこ

と、「誰を」「何を」大切にして被災地の応援を考えるのか、今後起こりうる災害に備えて必要

なスキル・ノウハウを共有する機会として開催します。 

 

２ 主  催  社会福祉法人長野県社会福祉協議会 長野県内社協職員連絡協議会 

 

３ 日  時  令和２年（2020年）１月 18日（土） 10:30－15:00 

 

４ 会場予定  長沼農産物直売所「アグリながぬま」（長野市穂保 274-1） 

        ※会場変更の場合、別途ご案内いたします。 

 

５ 対 象 者  市町村社会福祉協議会職員、ボランティア、ＮＰＯ・ＮＧＯ、災害支援関係団体、 

        災害支援に関心のある方 

 

６ 参 加 費  無料 

 

７ 内  容  別紙プログラムをご確認ください。 

 

８ 申込方法  別添「参加申込書」に必要事項をご記入の上、ＦＡＸまたはＥ－ｍａｉｌにより 

本会へ１月 15日（水）までにお申し込みください。 

 

９ そ の 他  本セミナーに係る個人情報は、本会の｢個人情報の保護に関する方針｣に基づき 

適切に取扱い、他の目的で使用することはありません。 

 

 

 

 

 

 

20



プログラム 

 ※内容は変更する場合があります。ご了承ください。  

時 間 内 容 

10:30 ■開会・事務連絡 （受付 10:00～） 

10:40 ■シンポジウム 「台風 19号災害への取組みの共有」 

  今回の災害によって地域住民の皆さんは、これまでの生活が一瞬にして奪わ

れながらも、暮らしを取り戻すべく復旧作業を続けてきました。この地域を、

この人を救いたいと思うボランティア・支援者が集い、協働し合い、多くの力

が結集して復旧活動を進めてきました。 

何を大切にして取り組んできたのか、誰のために取り組んできたのかを共有

し、これからの支援の在り方を考えます。 

 

≪コーディネーター≫ 石井布紀子 氏(ＮＰＯ法人さくらネット 代表) 

≪シンポジスト≫   前原 土武 氏(災害ＮＧＯ結 代表) 

           長野県社会福祉協議会 

           ※その他シンポジスト調整中 

12:00 ～休憩～ 

13:00 ■分科会 

以下３テーマに分かれてこれからの災害支援のノウハウを共有します。 

※申込書に希望する分科会テーマを記載してください。 

≪１≫ 災害ボランティアセンター運営支援 

    センター運営には日頃から連携した地域の団体や地域外の応援支援団 

体が共存する多様な協働により、住民の声に基づいたきめ細やかで重 

層的なボランティアコーディネートが発揮されてきました。平時の取組 

みと備えを含めた災害ボランティアセンターについて考えます。 

≪２≫ ＮＰＯ・ＮＧＯ連携（重機・テクニカル） 

    災害支援には多様な形があり、技術を持つボランティア・ＮＰＯ・ＮＧ 

Ｏとの協働が昨今の災害支援では非常に重要な役割を担っています。技 

術ボランティアによる支援の視点やノウハウ、コーディネートの軸にな 

ることを共有し、さらなる支援の幅を広げるきっかけを探ります。 

≪３≫ 農業支援連携 

    宅地だけではない、生業支援という点で、今回の災害でクローズアップ 

された畑や農地被害に取り組んだ農業ボランティアや農業支援。農業支 

援によって地域住民の声と何を大事にしてきたのか。今後の災害時を含 

めた農業支援による連携やその狙いを共有します。 

14:30 ■まとめ・振り返り 

15:00 ■閉会 
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